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北海道えりも町猿留川で確認されたイワナとヤマメの交雑個体（短報） 

髙木大稔¹⁾ 
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はじめに 

イワナ属の Salvelinus leucomaenisは、河川源流域

を中心に生息し、日本では北海道と本州の東北地方

から中国地方にかけて分布する（細谷2019）。本種

は、複数の亜種に分けられており、日本にはアメマ

ス S. l. leucomaenis、ヤマトイワナ S. l. japonicus、ニ

ッコウイワナ S. l. pluvius、ゴギ S. l. imbriusの 4亜種

が生息している。これらのうち、降海するのはアメ

マスのみで、その他はすべて陸封型である。（川那部

ほか2001） 

サケ属のOncorhynchus masouは、朱点の有無と分

布域によって、サクラマスO. masou masouと、サツ

キマスO. masou ishikawaeの2亜種に分けられてい

る。すなわち、朱点がなく、北海道、本州の静岡県

以北の太平洋側と山口県以北の日本海側、大分を除

く九州に分布するものがサクラマスである。朱点が

あり、静岡県以南の本州太平洋側・瀬戸内海、四国、

九州の大分県・宮崎県に分布するものがサツキマス

である。この2亜種は、イワナと同様に河川源流域

を中心に生息する。（川那部2001） 

 Salvelinus leucomaenis とOncorhynchus masouはと

もに生息する河川では共存する。川の上流に Salve- 

linus leucomaenisやや下流にOncorhynchus masouが

生息する。混生水域では、Oncorhynchus masouが優

位に立ち、棲み分けがなされている。 

 北海道えりも町の猿留川では、アメマスとサクラ

マスの生息が確認されている。2022年 9月に猿留

川でアメマスとサクラマスの雑種と考えられる1個

体を捕獲したので報告する。 

 

採捕記録 

著者は、2022年9月13日、猿留川の下流域（図

１）で人工イクラを餌に釣りをした際、アメマスと

サクラマスの交雑種と考えられる個体を捕獲した

（写真１）。 

体側面には、パーマークがあり、当初ヤマメと思

われたが、背側が黒点ではなく、サバの背側のよう

な虫食い模様であったため、写真を撮り、記録後リ

リースした。 

 

図１：捕獲地点 

 

考察 

 Salvelinus leucomaenisとOncorhynchus masouが自

然に交雑は稀に起こるといわれている。長年にわた

って続いた種の存続を念頭に置くと、異種間の交雑

は起こりにくいというのが基本であるが、この 2種

の交雑はそれを覆す一例である。この 2 種は本来、

河川内で共存していても棲み分けをしており、産卵

場所も異なるため、基本的には交雑しない。 

しかし、近年の河川整備や砂防ダムの建設により、

魚類の生息域や産卵場所が限られつつあり、それを

起因とする魚類の交雑が懸念されている。（井田

捕獲地点 
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2000） 

著者が捕獲した猿留川は、サケマス増殖事業によ

るコンクリート製の段差や、砂防ダムが設置されて

おり、先に述べた魚類の生息域や産卵場所への影響

があると考えられる。 

種間交雑個体の増加による河川生態系への影響は

以下のようなことが考えられる。こうした交雑種第

1 世代（F1）は一般的に繁殖能力を持たないため、

ほとんどがF1で繁殖が途絶える。（井田 2000） 

例外として、イワナ属同士での交雑はF2、F3な

どの交雑も発生するが、繁殖能力や生存率が極端に

低下する。（井田 2000）（北野2018） 

そのため、その河川におけるその種の遺伝的な固

有性を損なうことは考えにくいが、交雑個体の増加

による原種の個体数の減少、および集団の存続の可

能性を低下させることが懸念される。 

このようなことから、自然本来の河川環境を保全

するため、河川災害防止や産業等の人間生活と、自

然環境との共存のあり方を考える必要性がある。 
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写真 1：アメマスとサクラマスの交雑であると考えられる個体 

（背面がサバのような虫食い模様である） 


